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天
皇
皇
后
両
陛
下
は
「
即
位
礼
正
殿

の
儀
」
や
「
大
嘗
祭
」
な
ど
の
即
位
に

関
す
る
一
連
の
儀
式
を
終
え
た
こ
と
を

伊
勢
神
宮
へ
報
告
す
る
「
親
謁
の
儀
」

に
臨
む
た
め
11
月
21
日
か
ら
23
日
三
重

県
伊
勢
市
に
入
ら
れ
た
。
皇
位
継
承
の

象
徴
と
さ
れ
歴
代
の
天
皇
に
引
き
継
が

れ
て
き
た
「
剣
・
草
薙
剣
」
と
「
璽
・

八
坂
瓊
曲
玉
」
を
持
参
す
る
「
剣
璽
動

座
」
は
、
今
年2

0
1
9

（
平
成
31
）
年
4

月
17
日
か
ら
19
日
、
上
皇
上
皇
后
（
当

時
天
皇
皇
后
）
陛
下
が
伊
勢
神
宮
に
退

位
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
に
伊

勢
に
訪
れ
た
際
に
も
行
わ
れ
、
平
成
か

ら
令
和
の
今
年
に
な
っ
て
2
回
目
と
な

る
。
伊
勢
神
宮
に
納
め
ら
れ
て
い
る

「
鏡
＝
八
咫
鏡
」
と
合
わ
せ
て
「
三
種

の
神
器
」
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。

両
陛
下
は
21
日
と
22
日
、
伊
勢
神
宮

内
宮
の
行
在
所
で
ご
宿
泊
さ
れ
、
22
日

に
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）
を
、
23
日
に

内
宮
（
皇
大
神
宮
）
を
参
拝
さ
れ
た
。

参
拝
に
は
、
天
皇
陛
下
は
黄
櫨
染
御
袍

を
身
に
付
け
、
儀
装
馬
車
で
移
動
し
、

皇
后
陛
下
は
十
二
単
姿
で
オ
ー
プ
ン
カ

ー
に
乗
る
予
定
だ
っ
た
が
、
雨
天
の
た

め
御
料
車
を
使
い
そ
れ
ぞ
れ
参
拝
さ
れ

た
。
参
拝
終
了
後
、
23
日
午
後
、
帰
京

さ
れ
た
。

天皇皇后両陛下三重県行幸啓
即位礼及び大嘗後神宮に親謁の儀

近鉄宇治山田駅にご到着された天皇皇后両陛下

内宮宇治橋を通り内宮参道を通り内宮行在所へと向かわれる天皇皇后両陛下
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天皇陛下に続き参拝をされ正宮を後にする皇后陛下

神
宮
に
親
謁
の
儀

伊
勢
神
宮
豊
受
大
神
宮

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
22
日
伊
勢

神
宮
の
外
宮
豊
受
大
神
宮
で
即

位
の
礼
や
大
嘗
祭
を
終
え
た
こ

と
を
報
告
す
る
儀
式
「
神
宮
に

親
謁
の
儀
」
に
臨
ま
れ
た
。
天

皇
陛
下
は
祭
儀
の
正
装
「
黄
櫨

染
御
袍
（
こ
う
ろ
ぜ
ん
の
ご
ほ

う
）
」
に
立
纓
御
冠
（
り
ゅ
う

え
い
の
お
ん
か
ん
む
り
）
と
言

わ
れ
る
天
皇
陛
下
だ
け
が
か
ぶ

る
こ
と
の
で
き
る
冠
で
最
も
格

式
の
高
い
ご
装
束
に
御
笏
（
お

ん
し
ゃ
く
）
、
御
挿
鞋
（
お
ん

そ
う
か
い
）
に
身
を
包
み
２
頭

立
て
の
馬
車
で
参
道
を
進
ま
れ

装
束
姿
の
側
近
た
ち
が
徒
歩
で

同
行
し
た
。
続
い
て
皇
后
様
は

釵
子
（
さ
い
し
）
と
い
う
髪
飾

り
に
大
垂
髪
（
お
す
べ
ら
か

し
）
と
い
う
髪
型
を
結
い
、
御

檜
扇
（
お
ん
ひ
お
う
ぎ
）
を
お

持
ち
に
な
り
、
十
二
単
を
お
召

し
に
な
ら
れ
馬
ア
レ
ル
ギ
ー
の

た
め
車
で
移
動
さ
れ
た
。
天
皇

陛
下
の
ご
移
動
に
使
わ
れ
た
偽

装
馬
車
は
宮
内
庁
の
馬
車
の
中

で
最
も
格
式
が
高
く
「
動
く
美

術
品
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

馬
車
が
皇
居
の
外
に
出
る
の
は

上
皇
さ
ま
即
位
ご
報
告
の
際
以

来
29
年
ぶ
り
と
い
う
。
馬
車
1

台
と
馬
２
頭
を
宮
内
庁
か
ら
三

重
県
伊
勢
市
ま
で
運
ん
だ
。
馬

を
操
る
の
は
宮
内
庁
の
車
馬
課

主
馬
班
（
し
ゃ
ば
か
し
ゅ
め
は

ん
）
と
い
う
部
署
の
御
者
（
ぎ

ょ
し
ゃ
）
で
あ
り
、
親
謁
の
儀

で
は
片
方
の
馬
の
上
か
ら
２
頭

の
手
綱
を
同
時
に
さ
ば
く
と
い

う
高
度
な
技
術
を
要
し
、
馬
を

信
頼
し
て
行
な
も
の
だ
と
い

う
。

豊受大神宮への参拝を終え正宮を後にする天皇陛下


